
                            

                            

                            

  
 

                          

 小長谷順二 通信 

 

平成 26年 4月 8日 

 
 

小長谷順二 後援会事務所 

伊豆市土肥 450-7 

TEL/FAX 0558(98)0400 

http://konagayajunji.web.fc2.com/ 

Email photo-ko@vcs.wbs.ne.jp 

 

  【平成 26 年度伊豆市一般会計当初予算】 

   164 億 6,000 万円（前年度より 8 億 3,700 万円増） 
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歳入総額

16,460,000 
千円 

 

歳出総額 

16,460,000 
千円 

平成 27 年度からの地方税交付税の合併による特例措置終了を見据え、今やらなければ今後実施が困難に

なると思われる事業の取捨選択を行い、経常的な予算は、持続可能な予算編成となるよう見直しも行い、結

果として、前年比 5.4％増額の積極予算編成となり、堅実な予算編成内容になっています。 

光ファイバ網整備補助事業・・・・・・・5 億 2,100 万円 

恋人岬ボードウォーク改修事業・・・・・2 億 3,300 万円 

修善寺グランド大規模改修事業・・・・・1 億 4,713 万円 

新し尿処理施設建設事業・・・・・・・・6 億 2,528 万円 

修善寺駅周辺整備事業・・・・・・・・・3 億 4,050 万円 

土肥八木沢津波避難塔建設事業・・・・・1 億 6,800 万円 

 

 第 2 次伊豆市学校再編計画 

◎平成 29 年 4 月を目途に土肥中学校を『小中一貫校』として開校する。土肥中学校を校地とし、同

校の現校舎等を改修して施設一体型の小中一貫校の施設として活用します。 

◎平成 30 年 4 月を目途とし、最長でも平成 32 年 4 月までに、修善寺中学校、天城中学校及び中伊

豆中学校の 3 校を 1 校に再編成します。修善寺地区内に新たな学校用地を求め、新たな校舎等の施設

の建設を目指します。 

◎修善寺地区 4 校の再編計画は、修善寺小学校、熊坂小学校、修善寺東小学校、修善寺南小学校の 

4 校を 1 校に再編成し、中学校 3 校の再編成後の 2 年後を目途とします。現修善寺中学校を校舎とし、

同校の校舎等を改修して活用する方策を検討します。 
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Q、民間事業者の光ファイバ網整備事業（5 億 2,135 万円）への補助金交付について。 

A、総事業費約７億 8,000 万円・・・・・・・事業者 2 億 5,865 万円。県 1 億 1,595 万円。 

地方債 3 億 8,510 万円（合併特例債使用するので、70％の 2 億 6,957 万円は国の補助金） 

伊豆市の持ち出し分は・・・・・1 億 3,500 万円ほどになります。 

平成 26 年度より 3 年間で、市内に光ファイバ網を整備する。本年度は中伊豆局・青羽局、 

平成 27 年度は湯ヶ島局、平成 28 年度は土肥・八木沢局を整備する予定。 

総事業費は約 15 億円で、合併特例債（70％は国の補助金）の追加延長を静岡県に申請中。 

Q、地方交付税減額に伴う市税増収ついて、収納率の向上や未利用財産の売り払い、ふるさ 

と納税増収施策について。 

A、徴収対策室を設置し、滞納者にたいして財産確認を行った後に、差押えや換価取り立て

を行い、悪質なケースは静岡県滞納整理機構へ移管し収納額の向上を図っている。 

A、未利用財産の処分は、公募等で、事業所・個人に貸し付けや売り払いを行い、行政サー

ビスのための財源確保に努めていく。 

A、ふるさと納税は、特産品の詰め合わせの影響等で本年度は急増しているが、特産品だけ

に偏らずに、たとえば高校生のバス通学補助など、目的を明確にした寄付を掲げていきたい。 

 

 

Q、地域医療整備で西伊豆町との広域連携での土肥クリニックへの救急医療・医師の確保について。 

A、地域医療の現状は大変厳しいところで、市内の各医療機関への医師の確保には手を伸ばしきっ

ていないのが現状ですが、西海岸の 3 地域とは、全般的な事業について今まで以上の広域連携が大

切になってきますので、西伊豆町と市長の立場で協議をさせていただきたいと考えています。 

Q、市内の病院（慶友病院・伊豆赤十字病院等）、修善寺駅経由で伊豆医療センター、順天堂病院

行きの『いきいきパス』を充実させ、各バス亭で乗り降り可能な、病院巡回バスの運行について。 

A、高齢化が進む中、買い物・病院等、市内巡回バス運行の必要性は感じていますが、市内の医療

機関の利用推進の観点からみて、伊豆市の税金を使用し、市を超えての巡回バスの運行については、

市民のみなさまともう少し協議する必要があるのかと考えています。 

 

 


